
氏名 礒部美也子

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

人権問題委員、学生相談室運営委員（4号）、学生相談員、図書館委員、認定心理士認定委員、
地域連携教育センター研究員事業１責任者、　　ＦＤ委員会主催公開授業の実施
臨床心理クリニック無料相談会相談員、

・学校臨床心理学特論（後期）
・臨床心理学特論Ⅰ（前期）
・臨床心理学演習Ⅰ（前期）・Ⅱ（後期）
・臨床心理基礎実習（通年）授業科目

学部担当科目

・発達心理学Ⅰ（前期）
・発達臨床心理学（前期）
・コミュニティ心理学（後期）
・教育心理学（後期）
・臨床心理学応用実習Ⅰ（前期）・Ⅱ（後期）
・カウンセリング実習（後期）
・心理アセスメント実習（前期）
・臨床心理学演習Ⅰ（前期）・Ⅱ（後期）

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本発達心理学会、日本心理臨床学会、日本児童青年精神医学会、日本コミュニケーション障
害学会、　　日本特殊教育学会、日本ＬＤ学会、日本子ども虐待防止学会

言語発達障害におけるマカトン法の活用について　　新版Ｋ式発達検査の臨床的活用について

地域支援活動や他機関との連携の実践をおこなうことで、臨床現場の実状・実践の具体的内容
について授業に取り入れるようにしている。　学生にも、ボランティア活動や施設見学を通して社
会的状況を理解する一助を提供している。　大学院生及び修了生に対して、臨床心理クリニック
にて教員・相談員とともにケースカンファレンスを定期的に実施し、臨床実践支援を行った。、

日本マカトン協会ＲＥＰ(講師）、　特別支援教育巡回相談員（守山市・野洲市）、　長浜市就学指
導委員会委員　　滋賀県児童養護施設等の子どもの権利擁護委員会委員、　滋賀県言語聴覚
士会監事、　滋賀県スクールカウンセラー、　　滋賀県バウム勉強会を開始・世話人、　児童養護
施設京都聖嬰会苦情解決委員会第三者委員、　聖徳園苦情解決委員会第三者委員

大阪教育大学大学院修士課程

教育学修士

発達臨床心理学　　特に障害がある子どもへの発達支援、

最終学歴

　【研究上の特記事項】
臨床心理学は実践の学問であるため、理論と臨床をつなぐことを研究の視点として重視している。
学内をはじめ、多方面、他職種との連携を強め、現場の実践を重視して実証的な研究をすすめ
たい。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・人間論Ⅱ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）
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（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

①　マカトン法ワークショップ

③　療育教室保護者研修会

「発達障害の基礎理解について」　「個
別配慮の必要な子どもへの支援を考え
る」　についての講義を行った。

（その他・講師等）

②　アセスメント専門研修

（学会発表）

①

②

②

④　幼稚園教員特別支援教育
担当者研修会

②

①

主催：日本マカトン協
会

主催：滋賀県総合教育
センター

主催：長浜市発達支援
センター

主催：守山市教育委員
会

平成26年5月、7月、
10月、11月

平成26年5月

マカトン法についての基礎Ⅰ、Ⅱ、アド
バンスコースの講義と実習を行った

「アセスメント概論」についての講義を
行った。

「就学を控えて子どもの発達をどうささ
えるか」をテーマに講義した。

⑤　園内保育内容研修会 平成26年9月、27年2月 主催：　武佐こども園
「気になるこどもの様子から支援の仕方
について」　講義した。

⑧　就学前発達支援体制整備
のための研修会

平成26年5、8、9、11月
主催：近江八幡市福祉
子ども部幼児課

「発達検査から子ども理解」の講義と事
例検討会の助言を行った。

平成26年6月

平成26年6月

⑩　療育指導研究会 平成26年9月、27年2月 主催：守山市発達支援
センター

療育指導と事例検討会の講師

⑥　新版Ｋ式発達検査講習会 平成26年10月
主催：京都国際福祉セ
ンター

中級講座にて「自閉症における検査上
の特徴」について講義した。

⑦　療育実践研究会 平成26年12月
主催：滋賀県障害児地
域療育連絡協議会

事例検討における助言を行った。

⑨　特別支援教育研修講座 平成27年2月
主催：大津市教育相談
センター

「検査を通して子どもの育ちをみる」の
講義を行った。


